
【導入】 

朝起きると香ばしいにおいがする。 

母が食卓に並べたのは少し不格好だけどおいしそうなパン。 

弟が焼いてくれたパンだった。 

彼は就職予定のパン屋から時々自分で焼いたパンを持って帰ってくる。 

 

ほほえましい光景…にも思えるかもしれません。 

でも、彼が本当になりたかったのは、パン屋ではなく、パイロットだったのです。 

 

いくらなりたいと思っても、手の届かない夢… 

なぜ弟は夢を、あきらめなければならなかったのでしょうか？ 

 

理由はただ一つ、弟が、知的障害者だったからです。 

悔しかった…夢を追っている僕の横には、夢をあきらめた弟の姿が常にある。 

 

もうこんな思いをさせたくない！悲しんでほしくない！ 

 

そのために今日、私はここに立つ！ 

 

本弁論では、知的障害者が直面する現状と、新たな考え方について訴えます。 

 

 

【現状】 

知的障害。 

それは、人の話を聞いたり、物事を理解することが、難しい障害のことです。 

 

知的障害かどうか判定する際、指標となるのは、IQ。 

つまり知能指数です。 

WHO の判断基準では、IQ70 が、その指標とされています。 

知的障害者の平均 IQ はおよそ 50。 

これは小学校 2，3 年生程度の健常者と同程度で、大人と比べると、理解力や判断力に欠け

てしまいます。 

つまり、知的障害を抱えた人たちは、自分の判断ではなく、誰かの判断に従って、生きてい

かざるを得ないのです。 

そのため彼らは、第三者の介護を受けて暮らしています。 

仙台市の調査によると、その割合は、なんと９割！ 



彼らは思考能力が乏しいので、無制限に彼らの意思を認めていると、当然本人や他者の生活

に、支障をきたしてしまいます。 

そのため、○○などの意思決定は、介護をしている人が代行しています。 

ですが、ここに一つ問題があります。 

この状況では、本人の意向が、十分に反映されない恐れがあるのです。 

実際北九州市では、介護を受けている知的障害者の半数以上が、自らの意思が全く反映され

ていない状況に置かれているのです。 

 

そんな知的障害。 

実は、幼少期のうちに治療を行えば、改善できることが分かってきました。 

その改善方法が、「療育」です。 

 

療育とは、1 歳半から 5 歳までの、脳が未成熟な間に行う治療教育のことです。 

知的障害は、健常者よりも、物事を理解する能力に乏しい障害です。 

ですから、療育ではその「理解するというプロセスに特化して」訓練を行うことで、物事を

理解する能力を高めます。 

 

具体的な治療方法について、例を挙げてみます。 

「そこにあるペンを取ってきてください」という課題を、知的障害児に与えます。 

そして、指導を行う係員などが見本を見せ、課題通りの正しい行動ができるように教えてい

きます。 

知的障害児がこの課題にどう取り組むのかを観察し、課題を達成出来ない場合は、また見本

を見せるなどして、課題を自分で達成出来るように粘り強く指導していくのです。 

こうした一連の訓練カリキュラムは、国際資格を有した専門家によって作られます。 

どのようにして「理解する」というプロセスを教え込むか、子ども 1 人 1 人の特性に合わ

せて組まれたカリキュラムに沿って、訓練が行われるのです。 

 

この「療育」という治療方法。 

実は、欧米諸国では有効な治療法として広く取り入れられています。 

カリフォルニア大学の研究によると、療育を行った知的障害児全員の IQ が上昇し、なんと

半数に至っては IQ80 を突破しました。 

IQ80 を突破した彼らは、その後普通の小学校に一人で登校できるようになりました。 

彼らは、知的障害を、克服したのです。 

つまり、療育を受ければ「知的障害」の症状を大幅に改善し、ともすれば克服できる可能性

すらあるのです。 

 



では、欧米で主流の、この療育、ここ、日本ではどうでしょう。 

「療育」という選択肢は、実は日本に存在していないのです。 

 

ここまでを一度まとめてみましょう。 

 

・知的障害者は「理解力や判断力が欠けてしまう障害を」抱えている。 

・そのため、彼らは自ら意思決定することが、できていない。 

・しかし、幼少期に「理解するというプロセスを」訓練する療育なら、その症状を改善でき、

克服すら可能である。 

・にも拘らず、日本ではその療育が、行われていない。 

 

ということが分かりました。 

 

 

【現状分析】 

では一体、なぜ日本には、そのチャンスが存在しないのでしょうか？ 

 

その理由は、政府の方針にあります。 

現在、政府は、知的障害者に対し、「ノーマライゼーション」という考え方を推し進めてい

ます。 

これは、「社会全体で知的障害者を受け入れていこう、支えていこう」というものです。 

この考え方を根拠に、政府は、「障害者総合支援法」という法律を策定し、知的障害者の雇

用や、介護サービスを、拡充してきました。 

こうすることで、知的障害者が健常者と同じような生活、同じような労働の機会などを、得

られるようにしてきたのです。 

 

【問題点】 

たしかに、政府が掲げている「ノーマライゼーション」という方針、すなわち、「例え障が

い者であっても、社会みんなで支えてあげよう」という考え方は、彼らを支える上で欠かせ

ない考え方です。 

 

ですが、それだけで本当に良いのでしょうか。 

私は、この方針にはひとつ、問題があるように思えてなりません。 

それは、知的障害者の人生が、彼ら自身のものになっていない、ということです。 

 

 



人生とは、選択の連続です。 

何を食べるか、誰と遊ぶか、何をして余暇を過ごすのか… 

日常生活における様々な選択から、進学や就職あるいは結婚まで、自ら選んだ選択肢によっ

て、人生は決まります。 

 

自分で選んだ人生こそ、生きていくに足る、納得して生きていける人生と言えるでしょう。 

たとえその選択が間違ったものであったとしても、それは自分の選んだ選択だと、胸を張っ

て歩んでいける人生のはずです。 

ですが、彼ら知的障害者は、思考する能力、伝達する能力が低いために、そもそも自分で選

択するという営みそのものが、不可能なのです！ 

 

もし、障害がなかったら、あったとしても、軽かったら。彼らにだって、自らの意志で切り

開けた人生が、あったのではないのでしょうか。 

 

今、彼らにはチャンスがあります。 

療育によって少しでも知的障害を克服できれば、それだけ彼らは、自分の選択で自分の人生

を作ることができるのです。 

私は、彼らにそのチャンスをつかんでほしいのです。 

 

 

【理念】 

私の理想とする社会は、知的障害児が『まず最初に』療育を受けられる、そんな社会です。 

最初から障害を克服するチャンスを捨てて、能力の低さを社会で支えていく。 

というのではなく、まずはやれることをやる。 

そこで克服できなくても、障害の程度を改善してからはじめて、社会で受け入れるという、

ノーマライゼーションの出番が、来るのではないでしょうか。 

 

ですが、現在の日本では後者の「支える考え方ばかりが」先行してしまっています。このま

までは、いくら政策を打っても状況は変わらないでしょう。 

 

これは、日本人全体の考え方から発生する問題です。 

日本全体で「障害を受け入れてあげよう」という考え方だけが、広く普及した結果、「知的

障害を治療しよう」という認識がないので、療育の需要も生まれず、それに伴って制度も整

わないのです。 

療育は、まだ日本になじみのない概念です。ここにいる我々、1 人 1 人が「知的障害は克服

できるものなんだ」という意識を持たない限り、この現状は解決しません。 



 

だからこそ私は訴えたい！ 

障害者を社会で支える前に、まずできることを、すなわち、「療育」をすることを！ 

ノーマライゼーションの前に、まず療育を受けられることこそが、 

知的障害者にとって最も良い選択肢なのだと、この場にいる皆様に知って欲しいのです！ 

 

 

【締め】 

私自身、最初は知的障害は治らないんだ。だから家族が、私が支えていこう。そう思ってい

ました。 

そんな私を変えたのは、1 年前に見た新聞の記事でした。「療育」を紹介していたその記事

に、実際に受けた人の感想が載っていたのです。 

 

「自分で自分のことを決められるってすばらしい！」 

 

（間） 

 

「どんな障害も受け入れてあげよう」「社会で弱者を支えてあげよう」 

そんな考え方は、確かに素晴らしいものです。 

でも、もし自分で自分の人生を決められる、そんな道があったとしたら… 

 

少しずつでもいい、療育の存在が、「知的障害は治せるんだ」という認識が広まること、 

そして、彼らが自分の人生をつかむことが出来る社会に一歩ずつ進んでいくことを願って、

本弁論を終了いたします。 

 

ご清聴ありがとうございました 


